
千株式会社

【小1の壁に関する保護者の意識調査】4割弱が小1の壁に直
面！

～最大の課題は「放課後の預け先」家庭と職場の�連携�がカギに～

写真と食の力で子どもの幸せを創ることを目指す総合保育テックサービス「はいチーズ！」を提供する

千株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役社長 千葉伸明、以下 当社)は、子育て世代1,223名を対
象に「小1の壁に関する意識調査」を実施しました。

調査の背景

「小1の壁」とは、子どもが小学校へ進学する際に、保護者が直面する生活や働き方の調整、保育‧学
童の空白時間などに起因する困難を指します。現在は夏休み期間中ではあるものの、日々の過ごし方や
預け先、学童の対応など、小学校生活ならではの悩みが顕在化し「小1の壁」の現実がより鮮明になっ
ています。このたび、小学校入学後の保護者の不安やニーズ、そして課題を探るために本調査を実施し

ました。



調査結果のトピックス

■4割弱の保護者が「小1の壁を感じた」と回答

小学校入学をきっかけに、仕事と家庭のバランスが崩れる「小1の壁」を35.4%の保護者が実感してい
ることが明らかになりました。

■「保育園とのギャップ」に戸惑い�想定外�の負担が保護者を直撃

「学童の預かり時間の短さ」や「家庭学習のサポート」など、保育園時代との違いに戸惑う保護者が多

数。精神的‧物理的負担の増加に伴い、準備不足を感じたという声も目立ちました。

■最大の課題は「放課後の居場所確保」

「小1の壁」に直面する保護者にとって最も切実な課題は「放課後の居場所の手配‧確保」であり「長
期休暇中の子どもの世話」や「家庭学習サポート」が続きます。

■ 「壁」を乗り越える鍵は�家庭の協力�と�職場の柔軟性�

「配偶者の理解‧協力」が最も多く挙げられ、次いで「放課後の居場所」「柔軟な働き方」「職場の理
解」と続きました。制度だけでなく、家庭内‧職場の「チームワーク」が重要であることが示されまし

た。

調査結果のトピックスの詳細

■4割弱が「小1の壁を感じた/感じそう」

小学校入学をきっかけに、仕事と家庭のバランスが一気に崩れる「小1の壁」。今回の調査では、4割弱
の保護者がこの�壁�を実感していることが明らかになりました。保育園時代と比べて早まる下校時間、
増える学校行事や宿題、そして「自分のことは自分で」という新たな子どもへの関わり方。こうした

日々の変化が、家庭内の役割分担や働き方にも大きく影響を与え、戸惑いや不安を抱える家庭が少なく
ありません。



■最大の課題は「放課後の預け先」

「小1の壁」に直面する保護者にとって、最も切実な課題は「放課後の居場所の手配‧確保」であるこ
とが明らかになりました。対策として必要だと感じる項目を複数回答形式で聞いたところ、最も多くの

票を集めたのは「放課後の居場所の手配‧確保」（15.9％）でした。次いで「春‧夏休みなど長期休暇
中の子どもの世話」（14.5％）「子どもの勉強のサポート」（10.9％）が続きました。働きながら子育
てを続ける家庭にとって、学校の終業後や長期休暇中の子どもの過ごし方は、仕事との両立を左右する

現実的なハードルとなっています。また「子どものメンタルケア」や「保護者参加行事」「お弁当‧送

迎」など、見えにくい負担や心理的プレッシャーを挙げる声も多く、保護者が抱える多方面にわたる負
担が浮き彫りになりました。



■「小1の壁」で正社員率62.8％から61.1％に減少　パート‧離職が微増

「小1の壁を感じる」と回答した保護者のうち、小学校入学前は「正社員‧契約社員‧業務委託」とし
て働く割合は62.8％でした。しかし、入学後にはその割合が61.1％にやや減少しました。一方で「派遣
社員‧パート」（15.3％→17.1％）といった、より柔軟性のある働き方が微増する結果となりました。
このわずかな変化には、保護者が働き方を変えざるを得なかった現実が表れています。保育園と異な

り、学童の預かり時間や支援体制が十分でない場合、従来の勤務形態では家庭との両立が困難になるケ

ースも少なくありません。

■「壁」を乗り越える鍵は、�家庭の協力�と�職場の理解�



「小1の壁」を乗り越えるために必要な要素として、最も多く挙げられたのは「配偶者の理解や協力」
（31.0%）でした。次いで「学童保育や放課後の居場所」「柔軟な働き方」「上司や同僚など職場の理
解」と続きました。これらの結果から、制度や支援体制だけでなく、家庭内での協力関係や、子どもが

安心して過ごせる環境、働き方の柔軟性や職場の理解が、壁を乗り越える鍵となっていることが示され
ました。一方で「家事代行やキッズシッターの活用」は0票という結果に。それらは利便性の高いサー
ビスである一方、コスト面や心理的ハードル、地域差などにより現実的な選択肢として捉えられていな

い可能性が示唆されます。

■現場の声から見える、�小1の壁�のリアル

小学校入学は子どもの成長の節目である一方で、家庭には大きな変化と負担をもたらします。「小1の
壁」と呼ばれる状況の正体は、単なる制度上の問題に留まらず、日々の暮らしに潜む�小さな困難�の積
み重ねにも要因があります。小1の壁を「感じた」と回答した方から「小学校進学」のタイミングで苦
労したことやエピソードを自由記入で募ったところ、最も多く寄せられたのは「入学準備‧名前書き」

に関する声でした。次いで「登下校や学童、仕事との両立」に関する悩みが多く挙がり、保護者にとっ
ては物理的な準備と時間のやりくりの両面で大きな負担となっていることが浮かび上がりました。

【入学準備‧学童選びにも�見えない壁�】

‧入学前の説明会で必要な物品を知らされましたが、白無地の下敷きなど文房具一つとっても細かな指

定が多く、1ヶ月半で全部を揃えるのは正直厳しいです。
‧学童の入会申込から決定までに時間がかかり、とてもヤキモキしました。仕事をしていれば１年生は

全員入れると言われていましたが、万が一を考えそれ以外の方法を模索するのに神経をすり減らしまし

た。また、学級閉鎖時の預け先がないことに驚愕しました。

【時間との戦い、保護者のサポートが前提の日々】



‧宿題のチェックや丸付けなどに、思いのほか時間がかかります。帰宅後は夕食やお風呂で手いっぱい

なのに、丸付けや音読の付き添いなど、低学年のうちは子どもが一人でこなせない宿題も多く、毎日が
本当に大変です。

‧保育園では延長保育を利用しましたが、小学校の学童は18時半までのため、仕事の時間調整がとても
大変でした。また、小学校の長期休暇期間中は、学童が朝8時半以降から預かり開始のため、職場の理
解がなければ正社員として働き続けることは難しいと、改めて実感しました。周囲からは「正社員とし

て働けなくなった」という話も聞く中で、自分は恵まれていると感じる場面も多く、その分、仕事で精

一杯貢献したいという思いも強くなりました。

【子どもの不安定さと、心のケアの難しさ】

‧入学後の子どものケアに苦労しました。小学校の先生と合わず、学童も狭い建屋に子ども達がギュウ

ギュウに詰められている状態で、気が休まらなかったようです。仕事を続けながらの子どものケアは難
しく、やむなく退職しました。

‧学校では120%の頑張りを出して何も問題は起きず「出来る子」として先生からは評価されていまし
たが、家ではその反動が大きく癇癪がひどく出ていました。「やりたいこと」と「やらなければならな

いこと」の狭間で、優先順位を立てて物事に取り掛かることが難しく親子で衝突にもなりました。時間
と心の余裕が必要でした。

こうした声が示すのは、「小1の壁」が単なる制度の問題ではないということ。家庭の状況や働き方、
子どもの個性によって現れ方が異なり�備え�だけでは越えられない�暮らし全体の見直し�が求められて
いる実態が浮かび上がります。

　　　　　　　　　　　　　　　　※保護者から寄せられた自由記述のコメントを集計し、頻出語を可視化し

たワードクラウド

今回の調査では「小1の壁」が単なる制度の不備ではなく、家庭ごとの状況や子どもの個性に深く根ざ
した�暮らしの課題�であることが明らかになりました。放課後の預け先、家庭学習のサポート、保護者



参加行事への対応など、一つひとつは小さなことでも、それらが積み重なることで家庭の負担は大きく

なります。その�壁�を乗り越える鍵として最も多く挙げられたのは「配偶者との協力」や「職場の理
解」でした。制度だけでは解決しきれない現実において、家庭と職場、地域の�チームワーク�が問われ
ています。子どもの小学校入学は、保護者にとっても働き方や家庭運営を見直す大きな転機です。「家

庭まかせ」でも「制度まかせ」でもない。社会全体で子育てを支える視点と仕組みの再構築が必要なの
かもしれません。

■子育て中の保護者に聞いた「働く理由──家族のため、そして「社会とのつながり」も

今回の「小1の壁に関するアンケート」では、全回答者に対し働く意義や目的について質問しました。
最も多かったのは「家計や家族‧配偶者を支えるため」（24.7％）。次いで「子どもの教育資金のた
め」（20.8％）「老後資金や貯金のため」（13.7％）と続き、経済的な責任感が就労意欲の主な理由と
なっていることが分かりました。こうした傾向は、物価高が続く今の社会状況を背景に、より一層強ま

っていると考えられます。

一方で、注目すべきは「社会とつながりを持つため」（9.5％）という回答が上位に入ったこと。さら
に「自分の成長やスキルアップのため」（7.1％）や「育児‧介護から離れた自分の時間を持つため」
（6.3％）といった�自分自身のため�の理由も一定数見られ、働くことの意味が「生活のため」だけで
はない現状が浮かび上がりました。子育て期に社会との接点を失いやすい保護者にとって、仕事は�役
割を持てる場所�であり�つながりを取り戻す手段�でもあります。家族のために働きつつ個人としての
価値や居場所を再確認する、そんな働き方が広がりつつあることが、本調査から見えてきました。

調査概要



調査方法　：はいチーズ！会員へのWEBアンケート調査

調査対象者：はいチーズ！会員（※）1,223名

調査期間　：2025年2月10日～2月25日

※はいチーズ！会員＝未就学児、園‧学校に通う子どもを持つ保護者

≪はいチーズ！とは≫

「はいチーズ！（https://sencorp.co.jp/service）」は『こどもに
ピース』をモットーに、保育園‧幼稚園など子どもを預かる施設や

保護者とともに子どもの幸せを育むことを目指す、総合保育テック

サービスです。

運動会や発表会など季節行事の写真撮影から販売、問い合わせ対応

まで、トータルでサポートする写真に特化したインターネット写真

販売「はいチーズ！フォト」をはじめ、保育ICT「はいチーズ！シ
ステム」、アルバム制作「はいチーズ！アルバム」、動画撮影「は

いチーズ！ムービー」で子どもの記憶や記録を残し、給食‧食育サ

ービス「はいチーズ！ベジ」では子どもの健やかな成長を支援しま

す。未来ある子どもたちの人生がより豊かで幸せに溢れたものにな

るように、心と身体の両面へアプローチするサービスを提供してい

ます。

≪千株式会社 会社概要≫

代表取締役社長：千葉伸明

本社 ：東京都千代田区紀尾井町1番3号　

          東京ガーデンテラス紀尾井町　紀尾井タワー14F

設立 ：2004年10月

HP   ：https://sencorp.co.jp

はいチーズ！は、千株式会社の登録商標です。

千株式会社のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/8125

https://sencorp.co.jp/
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/8125

